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はしがき 

 
本研究報告書は、文部科学省科学研究費補助金基盤研究（Ｃ）「フォーム変換仕様記述に基づくＷｅ

ｂアプリケーション構築技法の研究」（平成１８，１９年度）の研究成果をまとめたものである。この

研究の目的は、業務の専門家に理解容易なフォームの概念を中心に置き、フォームの定義とそのフォー

ム間の変換方法の定義によってシステムの仕様を記述する方法を研究開発し、業務の専門家主導での短

期開発と継続的保守を実現することである。そのために，XSLT を用いるフォーム変換方法を研究試作

した。XML形式の個人別履修情報と試験時間割表から個人別試験時間割表を出力するシステムを例題と

して、エンドユーザ向けに XSLT 記述を支援するビジュアルツールを開発した。次に、エンドユーザに

XML や XSLT の構造を一切意識させない方法として、入力フォームと出力フォームの項目間の関係をマ

ウス操作だけで定義する方法を考案し、アプリケーションシステムに適用して、その実用性を確認した。

さらに，特定の入出力フォームに関して定義した変換手順を用いて、同じ形式の入出力フォーム間の変

換を自動実行する方式を研究試作した。これらの成果を以下にまとめる。 
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